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１ おいしい水づくりの技術的な取組 

（１） おいしい水に関する水質目標の達成状況（令和元年度） 
令和元年度のおいしい水に関する水質目標の達成状況を表 1-1 に示す。8項目中、残

留塩素を除く 7項目全てについて 90％以上達成した。 

表 1-1 おいしい水に関する水質目標の達成状況（令和元年度） 

観

点 
項目 

おいしい水 

の水質目標 

達成状況 

算出方法 

(参考) 

国の定める 

水質基準等 
平成 

30 年度 

令和 

元年度 

に
お
い
及
び
味 

塩素臭を含む 

臭気強度 
※ - - - なし 

残留塩素 
0.1mg/L 以上 

0.4mg/L 以下 
0.56mg/L 0.54mg/L 給水区域内の平均値 

0.1mg/L 以上 

1.0mg/L 以下 

臭気強度 

（TON） 

1 

(臭気なし) 
100% 100% 

目標達成回数の割合 

 

目標を達成した回数 

÷(27 地点×12 回/年) 

3 以下 

か

び 

臭 

2-MIB 1ng/L 以下 93% 92% 10ng/L 以下 

ｼﾞｪｵｽﾐﾝ 1ng/L 以下 99% 100% 10ng/L 以下 

有機物（TOC） 1mg/L 以下 99% 96% 3mg/L 以下 

外

観 

色度 1 度以下 100% 100% 5 度以下 

濁度 0.1 度以下 100% 100% 2 度以下 

安

心 
総ﾄﾘﾊﾛﾒﾀﾝ 

0.03mg/L 

以下 
85% 93% 

目標達成地点数の割合 

 

年平均値が目標を達成

した地点数÷27 地点 

0.1mg/L 

以下 

※「塩素臭を含む臭気強度」については、目標値設定に向けて検討中。 

 かび臭物質は、2-MIB の達成率が 93%(H30)から 92%(R1)とほぼ横ばいで推移した。こ

れは、平成 30 年度と同様、原水中のかび臭物質濃度が高い時期があったためと考えられ

る。なお、給水栓の 2-MIB は、最も高い値でも 3ng/L と国の定める水質基準（10ng/L 以

下）よりはるかに低い値であった。一方、ジェオスミンの達成率は 99%(H30)から 100%(R1)

に上昇した。 

有機物（TOC）の達成率は、99%(H30)から 96%(R1)とやや低下した。これは、有機物（TOC）

が目標値を超過した時期において、原水水質が悪化したことが一因と考えられる。なお、

給水栓の TOC は、最も高い値でも 1.3mg/L と国の定める水質基準（3mg/L 以下）よりは

るかに低い値であった。 

総トリハロメタンの達成率は 85%(H30)から 93%(R1)と上昇した。これは、トリハロメ

タンが生成しやすい夏期において、原水中の有機物等が平成 30 年度より低くなったた

めと考えられる。なお、給水栓で最も高い地点でも年平均値 0.032mg/L と国の定める水

質基準（0.1mg/L 以下）よりはるかに低い値であり、安全性は十分確保されていた。 

令和 2年度も原水水質の変動に合わせて、適切な浄水処理を行っていく。 



 

- 2 - 

 

（２） 残留塩素低減化 
「第 2 次おいしい水づくり計画」に基づき、給水栓における残留塩素濃度 0.4mg/L  

以下を目標とし、残留塩素の低減化を引き続き進める。 

ア 残留塩素濃度の経年変化 
水質自動監視装置 60 箇所の平均残留塩素濃度の推移を図 1-1 に示す。令和元年度の 

平均残留塩素濃度は、低減化の取組などにより 0.54mg/L となった。 

 

図 1-1 平均残留塩素濃度の推移 

イ 残留塩素低減化試験 
令和 2 年度は、令和元年度に塩素多点注入方式を導入した姉崎分場と、姉崎分場から

受水する市原分場の配水区域（図 1-2）を対象に、最夏期及び冬期に残留塩素低減化試

験を行う。 

 

図 1-2 令和 2年度残留塩素低減化試験区域 
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（３） カルキ臭の調査・研究 
「第 2次おいしい水づくり計画」では、カルキ臭を不快に感じないことを目安として、

「塩素臭を含む臭気強度」（以下、臭気強度）という新たな指標による目標値の設定を

試みている。 

臭気強度を目標値として設定し、運用・評価するためには、臭気強度を下げる方策が

不可欠である。そこで、令和２年度は、以下のカルキ臭の低減に係る調査を行う予定で

ある。 

 各浄水場浄水、給水栓水の臭気強度と原水・浄水の水質項目、薬品注入率との関

連調査 

 時間経過に伴う残留塩素濃度と臭気強度の減衰に関する調査 

 姉崎分場及び市原分場の配水区域における残留塩素低減化試験に併せた、残留塩

素濃度と臭気強度の調査 

調査結果については、第３３回おいしい水づくり推進懇話会で報告することとしたい。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

図 1-3 令和２年度の調査において浄水・給水栓水の臭気強度と比較する項目の概要図 

  

薬品注入率（薬注） 

塩素、凝集剤、硫酸、苛性ソーダ（pH 調整）、 

オゾン（高度処理のみ）など 

浄水の水質 

・水温 

・残留塩素 

・有機物 

など 

原水の水質 

・水温 

・有機物 

・アンモニア 

など 

給水栓水の水質 

・水温 

・残留塩素 

・有機物 

など 

低減化試験に 

併せた調査等 

・残留塩素 
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２ 安全でおいしい水キャンペーン 

（１） 浄水場見学会・利き水 
お客様に水道水のおいしさを体験できる機会を提供することを目的に、各イベントに

おいて利き水（水道水とミネラルウォーターの飲み比べ）を実施している。 

令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、例年 6 月に実施して

いる水道週間浄水場見学会と、例年夏休み期間中に実施している親子浄水場見学会の開

催を見合わせたため、利き水も未実施となった。 

表 2-1 「第 2次おいしい水づくり計画」における利き水実施状況 

実施年度 実施イベント 実施回数 参加人数 

平成 28 年度 浄水場見学会（H28.6.4） 

夏休み親子浄水場見学会（H28.7.30） 

エコメッセ 2016in ちば（H28.9.22） 

給水 80 周年フェスティバル（H28.10.30） 

4 回 725 名 

平成 29 年度 浄水場見学会（H29.6.3） 

夏休み親子浄水場見学会（H29.7.31） 

給水 80 周年フェスティバル（H29.9.10） 

エコメッセ 2017in ちば（H29.10.9） 

4 回 746 名 

平成 30 年度 浄水場見学会（H30.6.3） 

エコメッセ 2018in ちば（H30.10.8） 

2 回 314 名 

令和元年度 浄水場見学会（R1.6.2） 

エコメッセ 2019in ちば（R1.10.20） 

2 回 352 名 

 

 

図 2-2 「利き水」の様子 

（給水 80周年フェスティバル） 

 

図 2-1 H28-R1「利き水」の結果 

（有効回答数 2124 名） 
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（２）オフィシャルサイト 

「おいしい水づくり計画」オフィシャルサイトは、当局のおいしい水づくりへの取組

や水道水に関する情報を発信するため、平成 19 年度に開設し、随時更新を行っている。 

令和 2 年度は、プレゼント応募企画がある「水のおいしいクイズ」を毎月更新するほ

か、水質検査体験の募集案内等を掲載した。また、更新時にはメールマガジンやポタリ

ちゃんの Twitter により更新情報を発信している。 

オフィシャルサイトの月別アクセス件数は、図 2－3 のとおりである。令和 2 年度の 4

月～6 月は平成 30 年度、令和元年度よりもアクセス件数が増加しており、特に 5 月は大

幅に増加している。これは、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、衛生面への関心の

高まりから、水道水に関する情報を得ようとする人や、在宅でホームページを閲覧する

人が増えたことによるものと考えられる。 

浄水場見学会や利き水のような集客イベントの開催が困難な一方、オフィシャルサイ

トのアクセス数は増加したことから、ホームページをはじめ様々な媒体を活用し、水道

水の飲用につながる PR を行っていきたい。 

 

図 2-3 「おいしい水づくり計画」オフィシャルサイトアクセス件数 

 

図 2-4 ポタリちゃん Twitter 画面  
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（３）水道出前講座 

ア 水道出前講座 

 水道出前講座は、小学生や一般のお客様を対象に、おいしい水づくりに関する取組を

紹介するとともに水道水の安全性やおいしさを知っていただく機会を提供するため、平

成 19 年度から実施している。 

 令和 2年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、出前講座の受付を 4月

から一時中止とし、現在も継続している。 

なお、現在 9月からの出前講座開催再開に向けて準備を進めている。出前講座の開催

にあたっては、お客様に、場合によっては講座の開催を中止することもある旨お知らせ

し、以下の感染防止対策をお願いする。 

① 室内の換気や人と人との距離を十分にとることができる会場の確保 

② 発熱等症状のある方の参加のご遠慮 

③ 手指消毒やマスク着用のお願い 

 

イ 夏休みイベント 

夏休みイベントは、水道出前講座と同じ内容の講座を個人の方でも参加できるように

企業局幕張庁舎で、各回 30 名程度を対象に毎年開催してきた。 

令和 2年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、すべて中止した。 

なお、新型コロナウイルス感染症の状況にもよるが、これに代わるイベントを夏休み

以降に開催できるか検討を行っている。 

表 2-2 夏休みイベント参加者数の推移 

 

  

実施年度 H28 H29 H30 R1 

水道「おいしい水」教室 

親子で自由研究 

31 名 

23 名 

31 名 

30 名 

31 名 

25 名 

12 名 

29 名 

図 2-5 昨年度の出前講座の様子 
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（４）県水だより 

令和 2 年度の県水だよりは年 4 回発行する予定であり、4 月 5 日発行の紙面に「水道

出前講座」、5 月 25 日発行の紙面に「水質検査体験」を掲載した。 

なお、5 月 25 日発行の紙面では、新型コロナウイルスの状況下でもお客様に安心し

て水道水をお使いいただくため、当局では適切に塩素消毒を実施し水道水の安全性に

影響はないことも併せて掲載した。 

加えて、停電などにより、集合住宅において各階に水を上げるポンプが止まった場

合でも活用できることがある直結給水栓などについても掲載した。 

9 月は「水道出前講座」の再募集について掲載し、PR に取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-6 県水だより-水道出前講座 4月 5 日発行 
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図 2-7 県水だより-水質検査体験 5月 25 日発行 

 

図 2-8 県水だより-水道水の安全性 5 月 25 日発行 

 

 

図 2-9 県水だより-直結給水栓 5 月 25 日発行 
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３ お客様とのコミュニケーション 

（１） 水質検査体験 
水質検査体験制度は、お客様が御自宅の水道水の水質検査を行い、結果を報告して

いただく制度で、お客様御自身で水道水の安全性を確認していただくとともに、当局

が広範囲のデータを得ることを目的としている。 

令和 2年度の実施状況は、表 3-1 のとおりである。 

表 3-1 令和２年度水質検査体験実施状況 

募集人数 約 300 人 

募集期間 令和 2年 5月 22 日～7月 5日 

広報手段 県水だより、ホームページ、メールマガジン 

応募方法 インターネット 

応募者数 334 名 

対象者数 321 名（県営水道不使用者等 13 名選外） 

報告期間 令和 2年 8月 1日～8月 31 日 

報告回数 報告期間内で参加者の都合が良いときに 1回 

報告内容 ・簡易水質検査結果（残留塩素、pH、全硬度） 

・感覚検査結果（水のにごり、におい、味） 

・水道水に関するアンケート（応募時と検査結果報告時の 2回） 

報告方法 インターネット 

 

 また、水質検査体験は平成 28 年から毎年実施しているが、例年応募者が約 200 名で

あったのに対し、令和 2年度は募集人数である 300 名を超える非常に多くの応募があ

った。新型コロナウイルス感染症の拡大の影響で、御自宅で県水だよりをご覧になる

方が多かったことが要因と推察された。 

表 3-2 水質検査体験応募者数の推移 

 

  

実施年度 H28 H29 H30 R1 R2 

応募者数 140 名 227 名 218 名 210 名 334 名 
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（２）インターネットモニターアンケート 

お客様の意識調査結果から「第２次おいしい水づくり計画」の達成状況の評価及び

お客様のご意見を伺い今後の施策の参考とするため、インターネットモニターアンケ

ート(年 4回実施、千葉県営水道給水区域内にお住まいの方 600 名を対象に毎年度募

集)を行っている。 

ア アンケート項目 

毎回「飲み水としての満足度」、「水道水のおいしさ」、「水道水の安全性」、

「塩素のにおいを感じるか」などについて質問している。令和 2年度は今後の計画に

アンケート結果を反映できるよう、第 1回に調査項目を多く設定した。 

 

表 3-3 令和 2年度インターネットモニターアンケート調査項目 

調　査　区　分

水道水を飲んでいるか

水道水の飲み方について

飲み水としての満足度について

水道水について飲み水として満足と思う理由

水道水について飲み水として不満に思う理由

水道水のおいしさについて

水道水をおいしくないと感じる理由

塩素のにおいを感じるか

水道水の安全性について

水道水の安全性に不安がある理由

「第２次おいしい水づくり計画」の周知度について

「第２次おいしい水づくり計画」を知った契機

「第２次おいしい水づくり計画」の周知方法について

おいしさに関する水質目標の周知度について

おいしい水づくりで力を入れてほしい取組み

塩素消毒の必要性の周知度

更なる残留塩素濃度の低減化について

受水槽以下装置の管理責任の周知度

受水槽内の清掃、水質検査などの周知度

受水槽内の清掃、水質検査などの必要性

飲み水としての満足度について

水道水について飲み水として満足と思う理由

水道水について飲み水として不満に思う理由

水道水のおいしさについて

水道水をおいしくないと感じる理由

塩素のにおいを感じるか

水道水の安全性について

水道水の安全性に不安がある理由

オフィシャルサイトで興味をひいた情報

「おいしい水づくり計画」の取組のわかりやすさ

オフィシャルサイトによるPRについて

オフィシャルサイトに掲載してほしい内容

飲み水としての満足度について

水道水について飲み水として満足と思う理由

水道水について飲み水として不満に思う理由

水道水のおいしさについて

水道水をおいしくないと感じる理由

塩素のにおいを感じるか

水道水の安全性について

水道水の安全性に不安がある理由

水道水を飲んでいるか

水道水の飲み方について

飲み水としての満足度について

水道水について飲み水として満足と思う理由

水道水について飲み水として不満に思う理由

水道水のおいしさについて

水道水をおいしくないと感じる理由

塩素のにおいを感じるか

水道水の安全性について

水道水の安全性に不安がある理由

塩素消毒の必要性

受水槽以下装置の管理

「安全でおいしい水」に関する自由意見

インターネットモニター
第1回（6月）

インターネットモニター
第2回（8月）

「おいしい水づくり計画」
オフィシャルサイト

インターネットモニター
第3回（11月）

インターネットモニター
第4回(2月）

飲み水としての満足度

水道水のおいしさ

「安全でおいしい水」に関する自由意見

水道水を飲んでいるか

水道水の安全性

「安全でおいしい水」に関する自由意見

飲み水としての満足度

水道水のおいしさ

水道水の安全性

質　問　事　項

水道水を飲んでいるか

飲み水としての満足度

水道水の安全性

水道水のおいしさ

水道水の安全性

「安全でおいしい水」に関する自由意見

飲み水としての満足度

水道水のおいしさ

「第２次おいしい水づくり計
画」

水道水に求めるもの

水道水に求めるもの
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イ 令和元年度までのアンケート結果分析 

インターネットモニターアンケートの「飲み水としての満足度」、「水道水のおい

しさ」、「水道水の安全性」の調査結果を以下図 3-4～図 3-6 に示す。また、「１ お

いしい水づくりの技術的な取組（２）残留塩素低減化」で示した残留塩素濃度の推移

と、インターネットモニターアンケートの「塩素のにおいを感じるか」を図 3-7 に示

す。 

   

 

当局の様々な取組の結果、令和元年度の「飲み水としての満足度」は 77.9%、「おい

しさ」は 55.3%、「安全性」は 83.7%と高い水準まで向上してきたことが示された。ま

た、残留塩素濃度の減少に伴い、「塩素のにおいを感じる方」が 22.8%と減少してきた

ことが確認できた。 

一方で、東日本大震災直後のアンケートでは「飲み水としての満足度」、「おいし

さ」、「安全性」の評価が下がっている。令和元年度の台風、昨今の新型コロナウイ

ルス感染症の流行など不測の事態が続いて発生していることを鑑みると、お客様の評

価や「水道水に対するイメージ」を下げないためにも、引き続き、お客様からのご意

見・ご要望を伺いながら、安全性やおいしさを PR していく等の施策を推進する必要が

ある。 

図 3-4 「飲み水としての満足度」の推移 図 3-5 「おいしさ」の推移 

図 3-6 「安全性」の推移 図 3-7 「残留塩素濃度」と「塩素のにお

いを感じる方」の推移 


